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西村富美子さん

( 福祉専 門学 校)

福 祉 と は … … … …

あなたは、「介護福祉士とはどのような仕事ですか
？」と聞かれたら、どう説明しますか？　私は、この

山口福祉専門学校に入るために、面接を受けこの質問
をされた時、「お年寄りの方の身の回りのお世話をす
ることです。」と答えたことをよく覚えています。
あれから今思えば、全く無知の状態でこの学校に入
り、そして福祉の道に進み始めたわけですが、すべて
見るもの聞くものが新鮮でかっ不安に感じました。い
つも『私にこの仕事ができるのだろうか…』という思
いが、頭の片隅にあり希望と不安を胸に、施設での実
習を行いました。実習では、利用者の方との交流で感
動し印象に残ることがたくきんありましたが、なおか
っそれが励みとなることも度々ありました。このよう
な体験を積み重ねていくうちに、福祉とは、目に見え
ない心と心のふれ合いで始まるものだと、常に実感し
ました。
現在では、「高齢化社会」とよく叫ばれていますが、

情報だけが広まり設備等の対応は、まだまだ遅れてい
ます。その遅れを補うためにも、私達の確実な知識と
技術が必要となります。その知識と技術を学校や施設
等で学び、これからの高齢化社会に貢献していきたい
と私は思います。

滝田直行さん

( 小　 島)

自 分 達 が 成 長 す る こ と で …

平成元年に生まれた息子が今年の12月で４歳になり
ます。この春から保育所に通うようになり、毎日新し
い事を覚えて帰ってきます。最近では、彼なりの理屈
も言うようになりました。何も知らなかった子供が、
４年弱で理屈を言うまでになったのです。あたりまえ
のようですが、成長しているのです。
彼が、どんどん成長していくのに、自分は果たして
どうなのだろう。私も父親になってから４年弱。息子
と同じ時間だけ過ぎているのに、それだけの成長をし
ているのでしょうか。とても彼ほどの成長があったと
は思えません。
国の定義は、特定の土地があり、そこに住む国民が
いれば、それが国だといいます。それでは町も、町と
して特定の土地かおり、そこに住む町民がいれば、そ
こが町という事になります。つまり町民一人ひとりが
町を構成している事になります。
私たちはよく、国が、県が、町が、と気楽に批判し
たりしますが、それは国民であり県民であり、町民で
ある自分たちへの批判にもなっているのではないでしょ
うか。私たち一人ひとりが成長していけばこの町も、
県も国もいっしょに成長していくと思うのですが…。
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